


5 月のレクリエーションは「鯉のぼり」の飾りつけ
と新聞紙で作る兜づくりを行いました。
また 5 月 5 日は菖蒲湯をお楽しみいただき、昼食は

お楽しみメニューを味わっていただきました。
5 月らしい雰囲気を皆さまに体験していただけたかと
思います。引き続き感染症対策を行い、皆さまと
楽しく元気に過ごしていただけるよう職員一同で
気を付けていきたいと思います。

また、6 月 7 日から 12 日の 1 週間は
セレクトメニューでお楽しみいただ
きました。梅雨に入り食中毒が心配な
季節になりました。皆さまどうぞお気
をつけください。

所長交代のご挨拶                   ありがとうございました

この度 6 月 30 日付で所長を退任、7 月 31 日付でひかりが
丘地域ケアプラザを退職することになりました。地域包括支援
センターの社会福祉士として 10 年と 3 ヶ月、所長としては
1 年間、このひかりが丘の地で働かせていただきました。
7 月 1 日以降は新所長の滝沢が、これからも“あったかい”
ケアプラザを目指して、頑張ってくれると確信しております。

地域の皆様には本当にお世話になりました。皆様からいただいたあたたかい心
遣いを決して忘れません。そんなあたたかさを感じてもらえるような社会福祉士
を目指して、これからも精進していきたいと思います。本当にありがとうござい
ました。                       前所長 西村 明史

              よろしくお願いいたします

7 月 1 日付けで、ひかりが丘ケアプラザ所長に就任いたし
ました滝沢泰彦です。ケアプラザでは３年程と経験は浅いで
すが、地域交流コーディネーターを 1 年 9 カ月、生活支援
コーディネーターを 1 年 3 カ月勤め、この地域のことを学
ばせていただきました。法人のモットーである『あったかい

がいいね！』を常に意識し、この地域が住民の皆さまにとって、より住みやすい
地域になるよう、地域福祉の一端を担っていきたいと思っております。至らない
ことが多くあるかと思いますが、今後ともご指導のほど、よろしくお願いいたし
ます。                         所長 滝沢 泰彦

6月のレクリェーションでは、
ひと足先に七夕の短冊に願い事を
書いていただいたり、七夕飾りを
作っていただきました。



長ネギブギウギ

『ひかり卓球部』の紹介
ひかり卓球部は、令和３年6月に誕生したばかりのグループです。
地域の方から、「卓球がしたい」という意見がありました。ケアプラ
ザには卓球台がない上、近くで卓球を行っているグループもありま
したので、果たして人数が集まるのか、卓球台も高額であったため、
二の足を踏んでいました。しかし希望者を募ると、「若い人とは体力的に一緒には出来ないけれ
ど卓球がしたい」という高齢者が多いことが判り、机を並べて網を張っただけの卓球を始めた
ところ初回から19名も参加いただき大盛況となりました。
現在すでに２つのグループとなり、卓球台も1台購入できました。初心者の
方から、ベテランまで和やかに白球を追いながら、シニアならではの卓球を

楽しんでいます。

来る 8月 1日(日)に『おたすけ無料頒布会』が西ひかりが

丘団地集会所で開催されます。地域の企業・団体等の皆様か

らの食品（乾物・缶詰・インスタント・レトルト食品・お菓

子・調味料・穀類）、洗剤やシャンプーなど日用品などの寄附

を募っております。7月 30日まではケアプラザで受付いた

します。尚、賞味期限が 2か月を切っているものなど受付で

きないものもございます。※詳細はケアプラザへ電話でおた

ずねください。045-953-6890(地域交流：川崎)

企業･団体の皆さま 食品・日用品の
寄附のご協力をお願いします
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６月１４日(月)から７月３０日(金)まで

野口英世展

高温多湿の日本では、例年 5 月

から 9 月にかけて熱中症にかかる人が増えます。

総務省消防庁の統計によれば、毎年 5 万人以上が

熱中症で救急搬送されており、多い年には 100 人

以上が亡くなっています。

炎天下で激しい運動をしたり、屋外で長時間の作

業をする場合に熱中症にかかりやすいのはもちろ

んですが、それ以外でも、高温多湿で汗が蒸発しに

くいときや、風が弱く体の熱が外に放出しにくいと

きは注意が必要です。梅雨の時期でも、雨が上がり

急に気温が上昇した日には熱中症患者が増えます。

また室内にいても、閉め切った部屋でエアコンをつ

けずにいると、熱中症にかかることがあります。

熱中症は、字のとおり「熱に中（あた）」り、体

温を調節する機能が低下することで起こります。頭

痛やふらつきを前兆として、けいれんやめまいが起

きたり、重症になると意識がなくなることもありま

す。高齢者や乳幼児のほか、二日酔いで脱水症状の

人などがかかりやすいといわれています。

熱中症の症状にはさまざまなものがありますが、

めまいや顔のほてり、筋肉痛や筋肉のけいれんが起

きた場合は、現場での応急処置で対応が可能です。

しかし、吐き気を催したり、体温が高いままの状態

が続いたり、意識がもうろうとした場合には、救急

車などで医療機関に搬送して治療を行う必要があ

ります。

医療機関では熱中症の患者に対し、体全体を冷や

したり、失われた水分や塩分を点滴で補充する治療

が行われます。症状が重い場合には、カテーテルに

よって胃に冷やした生理食塩水を注入したり、血液

を冷却したりすることもあります。

こうした状況を招かないようにするためには、何

よりも予防が大切です。体重の 3％の水分が失われ

ると体温調節がうまくいかなくなりますので、暑い

日には、こまめに水分を摂るように心がけましょ

う。水分とミネラルを同時にとれるスポーツドリン

クがオススメですが、最近は熱中症予防のための塩

飴も売られていますので、これを水と一緒に摂取し

てもいいでしょう。

ひかりが丘地域ケアプラザ協力医

森川 茂


